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２
月
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令
和
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年
２
月
10日

発
行

 新
た
な
一
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

 新
た
な
一
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
　
本
年
も
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
議
論
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
本
年
も
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
議
論
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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２
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４
日
（
金
） 開

会
 

No.134
No.134

P 2 ・・・
 定

例
会
 注

目
ト
ピ
ッ
ク
ス
３

　
▶

　
再

編
交

付
金

事
業

基
金

条
例

を
可

決

▶
　

ま
ち

づ
く

り
交

流
拠

点
施

設
の

管
理

等
に

　
　

　
　

　
関

す
る

条
例

を
否

決

▶
　

八
板

市
長

へ
の

問
責

決
議

を
否

決

P 4 ・・・
 委

員
会
審
査
の
報
告

P 5 ・・・
 一

般
質
問

P10 ・・・
 所

管
事
務
調
査
の
報
告

P12 ・・・
 議

会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た

P14 ・・・
 議

決
結
果
の
一
覧

西
之
表
市

西
之
表
市

西
之
表
市議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り



令
和
４
年
最
後
の
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
期
は
、11
月
29
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
18
日
間
。
西
之
表
市
議
会
は
、21
議

案
を
可
決
し
た
一
方
、２
議
案
を
否
決
し
ま
し
た
。特
に
、再
編
交
付
金
や
ま
ち
づ
く

り
交
流
拠
点
施
設
に
関
す
る
条
例
の
議
案
で
は
、質
疑
や
意
見
が
飛
び
交
い
、議
論

が
白
熱
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
号
で
は
、11
月
15
日
に
開
催
し
た
議
会
報
告
会
と
、令
和
４
年
に
行
っ
た

各
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
の
内
容
も
掲
載
。１
年
の
「
最
後
」の
議
会
で
の
審
議

の
結
果
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
各
議
案
の
議
決
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
に
記
載
)

再
編
交
付
金
事
業
基
金
条
例

委
員
会
で
は
否
決
も
最
終
本
会
議
で
可
決

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
や
は

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
を

は
じ
め
と
し
た
農
業
に
お
け
る
被
害

に
翻
弄
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
等
に
よ
る
物
価
高
騰
が
、
市

民
生
活
・
地
域
経
済
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

馬
毛
島
を
取
り
巻
く
様
々
な
事
項
に

つ
い
て
も
、
動
き
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
に
つ
い
て
、
市
当
局
が
ど

の
よ
う
に
舵
取
り
を
行
う
の
か
を
注

視
し
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
議
論
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
、

改
め
て
深
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
２
月
中
に
市
議
会

の
委
員
会
改
選
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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１

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

本
市
で
は
、
令
和
４
年
10
月

　
　

21
日
に
、
本
年
度
の
再
編
交
付

　
　

金
と
し
て
、
７
億
７
６
０
０
万

円
超
の
額
が
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交

付
金
額
を
年
度
内
に
執
行
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
翌
年
度
以
降
に
執

行
す
る
た
め
、
基
金
を
設
置
し
適
正

に
管
理
運
用
を
行
う
よ
う
、
こ
の
条

例
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
付
託
を
受
け
た
総
務
文
教

令
和
３
年
の
議
員
改
選
か
ら
２
年
が

経
過
し
よ
う
と
す
る
今
、
各
委
員
会

の
委
員
構
成
を
変
え
る
こ
と
に
伴
い
、

議
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
資
質
を
一
層

高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
各
種
課
題
の
解
決
と
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
。
」

私
た
ち
市
議
会
は
、
さ
ら
に
議
論
を

尽
く
し
行
動
す
る
中
で
、
引
き
続
き

そ
の
答
え
を
導
き
出
す
べ
く
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
こ
の
一
年

が
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
々
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

西
之
表
市
議
会

　
　

議
長

　

川
村
孝
則

＼ 注目トピック ／

その

委
員
会
の
審
査
に
は
、
市
長
も
出
席
。

委
員
か
ら
の
「
こ
の
議
案
を
上
程
す

る
こ
と
は
、
馬
毛
島
で
の
駐
留
米
軍

等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
同
意
し

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う

問
い
に
対
し
、
市
長
は
「
法
令
に
基

づ
き
、
適
切
な
手
続
を
取
っ
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
交
付
金
に
よ
る
給
食

費
の
完
全
無
償
化
の
実
施
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
子
育
て
世
代

可
決



どんな内容？

　　令和５年 10 月から導入予定のインボイス制度は、本市に多い

　「免税事業者」が課税事業者になることを迫られ、また、インボイスの発行・

　保存等にかかるコストなども負担となる。シルバー人材センターの会員につ

　いても、インボイスの発行ができないため、問題視されている。

　　よって、インボイス制度の実施延期を、国に対し強く要望する。

誰に提出？ 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣
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２

３

ま
ち
づ
く
り

交
流
拠
点
施
設
の

管
理
等
に
関
す
る

条
例
を
否
決

　

旧
榕
城
消
防
分
団
跡
地
に
建
設
し

た
「
交
流
拠
点
施
設
」
を
、
中
心
市

街
地
と
地
域
経
済
活
性
化
に
活
用
す

る
た
め
、
管
理
方
法
な
ど
を
規
定
し

た
条
例
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
を
受
け
た
産
業
厚
生
委
員
会

の
審
査
で
は
、
現
地
調
査
も
実
施
。

条
例
案
に
は
、
使
用
時
間
や
休
館
日
、

使
用
料
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
使
用
時
間
が
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
あ
り
、
市
民

が
使
用
し
や
す
い
規
定
に
な
っ
て
い

な
い
」「
幅
広
く
市
民
と
議
論
し
て
、

施
設
の
運
用
を
検
討
す
べ
き
」
と
の

多
く
の
反
対
意
見
が
出
て
否
決
に
。

　

そ
の
後
の
本
会
議
で
の
議
決
結
果

も
、
賛
成
２
名
・
反
対
11
名
で
、
こ

の
議
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

インボイス制度の実施延期を求める意見書

は
喜
ん
で
い
る
の
で
賛
成
」
と
す
る

委
員
の
意
見
も
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
こ
の
条

例
制
定
が
、
駐
留
米
軍
の
再
編
受
入

れ
に
繋
が
る
た
め
反
対
」
と
の
声
が

多
く
出
さ
れ
、
委
員
会
で
は
、
こ
の

条
例
案
を
「
否
決
す
べ
き
」
と
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
で
の
議
決
前
の

討
論
で
は
、
賛
否
を
め
ぐ
り
多
く
の

議
員
が
登
壇
。
議
決
結
果
は
、
賛
成

７
名
・
反
対
６
名
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
本
定
例
会
で
は
、
こ
の

再
編
交
付
金
を
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
７
号
)
も
上
程
。
こ

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

＼ 注目トピック ／

その

＼ 注目トピック ／

その
八
板
市
長
へ
の

問
責
決
議
を
否
決

　
　
　

最
終
本
会
議
で
、
議
員
発
議

　
　

に
よ
り
、
八
板
俊
輔
西
之
表
市

長
に
対
す
る
問
責
決
議
に
つ
い
て
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
馬
毛
島
問
題
に
関
す

る
市
民
へ
の
説
明
や
対
話
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
」「
行
政
運
営
力
が
欠

如
し
て
い
る
こ
と
」
に
対
し
て
抗
議

し
、
猛
省
を
強
く
求
め
る
も
の
。

　

問
責
決
議
が
提
出
さ
れ
る
の
は
、

９
月
議
会
に
引
き
続
き
２
度
目
。
議

決
結
果
は
、
賛
成
６
名
・
反
対
７
名

で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
注
目
！

＋
ト
ピ
ッ
ク

　

最
終
本
会
議
で
追
加
上
程
さ
れ
た

議
員
発
議
の
意
見
書
案
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

＊内容は左の QR コードからご覧ください。

　

こ
れ
も
注
目
！

否
決

可
決

否
決

活発な議論と慎重な審査を

＼ おこないました！ ／



委委 

員員 

会会 

審審 

査査 

のの 

報報 

告告

議
案
は
、
各
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
議
決
さ
れ
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会

議
長
を
除
く
全
13
名
の
議
員
で
構
成

＊
委
員
長　
　

長
野
広
美

＊
副
委
員
長　

竹
下
秀
樹

　

補
正
予
算
(
第
７
号
)
で
は
、

歳
入
歳
出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

９
億
４
３
８
６
万
円
を
追
加
。

　

ま
た
、
最
終
本
会
議
で
は
、
歳
入

歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
５
３
５

万
３
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
(
第

８
号
)
を
可
決
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
１
２
８
億

３
９
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

＊
そ
の
他
の
予
算
の
議
決
結
果
は
14
ペ

ー
ジ
の
「
議
案
第
63
号
～
65
号
・
第
70

号
～
第
73
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　＼　主な歳入はコレ！　／

国庫補助金 ・交付額の決定により再編交付金を計上　▶ ７億７，６８０万７千円増額

・国の「子育て世帯等臨時特別支援給付金」を計上（令和３年度事業分の追加交付）

▶ ６６０万１千円増額

　　　　　　　　　　＼　主な歳出はコレ！　／

財産管理費

 西之表市再編交付金事業基金に積立。

 令和５年度からの「西之表市学校給食事業」に充当予定

▶ ７億７，６８０万７千円を追加計上…基金管理事務

予防接種費

 接種対象者の拡大（生後６カ月～４歳）とオミクロン株対応型ワクチンの

 接種を開始

▶ ４，０４４万円を追加計上…ワクチン接種緊急促進事業

し尿処理場費

 電気料金の値上げにより光熱水費を増額

▶ ２７５万円を追加計上…西京苑管理事業

　　　　し尿処理場の電気料金は、昨年度と比較して 10％増額し、１カ月あたり　

　　　　200 万円となっています。なお、図書館費や開発総合センター管理費でも、

　　　　電気料金の値上げに伴う増額補正がなされました。
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一
般
会
計
補
正
予
算

西
之
表
市
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　　　　し尿処理場の電気料金は、昨年度と比較して 10％増額し、１カ月あたり　

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長　
　

竹
下
秀
樹

副
委
員
長　

宇
野
裕
未

委
員　
　
　

鮫
島
市
憲
・
橋
口
美
幸

　
　
　
　
　

川
村
孝
則
・
濱
島
明
人

　
　
　
　
　

橋
口
好
文

地
方
公
務
員
法
の
改
正
を
ふ
ま
え
、

職
員
の
定
年
年
齢
が
60
歳
か
ら
65
歳

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
引
上
げ
は
、

令
和
13
年
３
月
末
ま
で
に
段
階
的
に

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
管
理
監
督
職

(
課
長
の
職
)
の
上
限
を
60
歳
と
定

め
、
60
歳
到
達
日
以
後
の
働
き
方
と

し
て
、
希
望
に
よ
っ
て
短
時
間
勤
務

が
可
能
に
な
る
よ
う
制
度
化
も
。

　

委
員
会
で
は
、
60
歳
到
達
日
以
降

の
処
遇
や
、
職
員
数
全
体
で
の
管
理

職
の
人
数
の
バ
ラ
ン
ス
等
へ
の
質
疑

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
定
年
年

齢
の
引
上
げ
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
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委
員
長　
　

渡
辺
道
大

副
委
員
長　

杉
為
昭

委
員　
　
　

長
野
広
美
・
河
本
幸
男

　
　
　
　
　

下
川
和
博
・
田
添
辰
郎

　
　
　
　
　

遠
藤
建
次
郎

安
心
・
安
全
な
市
街
地
確
保
へ

の
対
応
を
求
め
る
請
願
書

一
般

質
問

市
政
を
問
う

９
名
の
議
員
が
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

＊
顔
写
真
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

動
画
(Youtube

)
を
視
聴
で
き
ま
す
。

▼
質
問
順
と
掲
載
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
←

１　

遠
藤
建
次
郎　

議
員
・
・
Ｐ
５

２　

橋
口　

好
文　

議
員
・
・
Ｐ
６

３　

宇
野　

裕
未　

議
員
・
・
Ｐ
６

４　

渡
辺　

道
大　

議
員
・
・
Ｐ
７

５　

橋
口　

美
幸　

議
員
・
・
Ｐ
７

６　

長
野　

広
美　

議
員
・
・
Ｐ
８

７　

濱
島　

明
人　

議
員
・
・
Ｐ
９

８　

田
添　

辰
郎　

議
員
・
・
Ｐ
９

９　

杉　
　

為
昭　

議
員
・
・
Ｐ
10

問

市
内
宿
泊
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

【
問
】
来
島
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

【
答
】
９
月
末
で
10
万
６
６
１
９
人

で
、
前
年
比
で
２
万
８
９
２
６
人
増

加
し
て
い
る
。(
経
済
観
光
課
)

【
問
】
工
事
関
係
者
の
割
合
は
。

【
答
】
宿
泊
施
設
関
係
者
に
よ
る
と
、

４
割
程
度
。
宿
泊
施
設
に
よ
っ
て
は

７
割
程
度
と
聞
く
。(
経
済
観
光
課
)

【
問
】
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

【
答
】
明
る
い
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
検
討
す
る
。(
経
済
観
光
課
)

産
業
厚
生
委
員
会

　

西
之
表
市
商
工
会
会
長
他
２
名
か

ら
、
濱
島
明
人
議
員
を
紹
介
議
員
と

し
て
提
出
さ
れ
た
請
願
書
。

　

内
容
は
「
自
衛
隊
馬
毛
島
基
地
建

設
に
伴
う
工
事
関
係
者
に
よ
り
、
一

時
的
に
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
今

後
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
備
え
や
、
来

島
者
が
満
足
で
き
る
市
街
地
と
す
る

た
め
、
市
街
地
等
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
や
街
灯
増
設
へ
の
支
援
等
を

求
め
る
」
も
の
。

委
員
会
で
は
、
安
心
・
安
全
な
市

街
地
確
保
へ
の
対
応
は
求
め
る
も
の

の
、
請
願
の
趣
旨
に
あ
る
「
支
援
の

財
源
に
米
軍
再
編
交
付
金
の
利
用
」

を
求
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
財
源

確
保
は
行
政
の
裁
量
で
あ
る
こ
と
を

勘
案
。
よ
っ
て
、
委
員
会
で
は
全
会

一
致
で
趣
旨
採
択
す
べ
き
と
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

＊
本
会
議
で
の
議
決
結
果
も
、
趣
旨

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
他
に
も
…

議
案
第
58
号
～
61
号
を
審
査
し
ま

し
た
！
(
14
ペ
ー
ジ
に
記
載
)

時
間
や
服
務
等
の
関
係
す
る
条
例
の

改
正
は
、
３
月
議
会
で
提
案
が
な
さ

れ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
他
に
も
…

議
案
第
55
号
～
57
号

・
66
号
・
67
号
を
審
査
し
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
(
14
ペ
ー
ジ
に
記
載
)

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
は
、
給
与
と
年
金
(
65

歳
か
ら
受
給
開
始
)
と
の

接
続
が
求
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
や
、
定
年
年
齢
か
ら

の
多
様
な
働
き
方
へ
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。

遠藤建次郎 議員
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農
業
振
興
に
つ
い
て

【
問
】
農
業
用
生
産
資
材
費
高
騰
と

農
産
物
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な
い
現

　
　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
基
地
関
連
の
交
付
金
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
旧
榕
城
中
跡
地
へ
の

図
書
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
等
を
含
め
た

複
合
施
設
の
建
設
は
ど
う
か
。

【
答
】
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
が
、

防
衛
省
と
の
協
議
が
必
要
。
長
期
的

な
視
点
で
考
え
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
市
長
の
基
地
に
関
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
る
。

【
答
】
優
先
す
べ
き
使
命
は
、
市
民

の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
不
安
解
消

に
尽
く
す
こ
と
、
期
待
の
声
に
応
え

る
最
大
限
の
努
力
を
注
ぐ
こ
と
だ
と

考
え
る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
」

橋口好文 議員

状
を
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
や
国
際
情
勢
の
変
化
等
、
例

え
ば
世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

円
安
に
よ
り
農
業
用
生
産
資
材
が
高

騰
す
る
中
、
市
場
を
通
じ
て
取
引
さ

れ
る
農
産
物
は
、
原
則
と
し
て
需
要

と
供
給
に
応
じ
て
価
格
が
決
ま
る
た

め
、
価
格
転
嫁
は
難
し
い
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
の
農
業
経
営
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
９
月

議
会
で
、
国
の
財
源
を
活
用
し
た
耕

種
農
家
へ
の
補
助
事
業
予
算
を
計
上

し
、
早
期
支
援
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

農
業
経
営
の
持
続
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
今
後
、
流
通
業
者
や
消

費
者
も
含
め
て
、
生
産
物
の
適
正
な

価
格
転
嫁
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。(
市
長
)

宇野裕未 議員

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
騒
音
被
害
の
影
響
に
つ
い
て
、

視
察
し
た
新
富
町
で
は
、
補
償
対
象

地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
線
引
き

さ
れ
て
い
た
。
本
市
で
同
様
の
線
引

き
が
さ
れ
た
場
合
の
対
応
策
は
。

【
答
】
本
市
に
は
、
住
宅
防
音
工
事

の
対
象
と
な
る
地
域
は
な
い
と
の
説

明
を
受
け
て
い
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
新
富
町
は
独
自
の
財
源
で
、

騒
音
調
査
を
実
施
し
て
い
た
。
本
市

【
答
】
増
設
等
の
要
望
を
ふ
ま
え
、

よ
り
良
い
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
市
長
)

【
問
】
ハ
ウ
ス
資
材
補
助
の
助
成
率

の
引
上
げ
の
予
定
は
な
い
か
。

【
答
】
補
助
限
度
額
の
見
直
し
等
を

含
め
、
検
討
を
進
め
る
。(
市
長
)

【
問
】
分
解
性
マ
ル
チ
助
成
制
度
の

来
年
度
の
取
組
は
。

【
答
】
来
年
度
も
継
続
し
た
支
援
を

考
え
る
。(
農
林
水
産
課
)

　
　
　
　

農
業
に
つ
い
て

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
」
「
建
設
行
政

に
つ
い
て
」
「
都
市
公
園
と
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん

ど
の
管
理
に
つ
い
て
」
「
学
校
給
食
に
つ
い

て
」
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物
価
高
に
よ
る
子
ど
も
の
教
育

環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て

市
道
の
側
溝
整
備
・
歩
道
設
置

・
拡
幅
工
事
を
求
め
る
請
願
書

に
つ
い
て

【
問
】
本
市
に
多
い
「
多
子
家
庭
」

に
対
す
る
独
自
支
援
の
検
討
は
。

【
答
】
現
時
点
で
検
討
し
て
い
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
、

他
市
の
状
況
も
含
め
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

(
教
育
委
員
会
総
務
課
)

【
問
】
制
服
や
学
用
品
の
購
入
な
ど
、

金
銭
的
・
心
理
的
負
担
が
少
な
く
な

る
仕
組
み
を
検
討
さ
れ
な
い
か
。

【
答
】
留
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
卒
業
生
の
保
護
者
か
ら
の
学

用
品
等
の
提
供
」
の
仕
組
み
を
、
他

家
庭
で
も
運
用
で
き
な
い
か
、
校
長

会
で
も
取
り
上
げ
た
い
。

(
学
校
教
育
課
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
基
地
問
題
に
関
す
る
市
長
の
方
針
と
米

軍
再
編
交
付
金
に
つ
い
て
」
「
馬
毛
島
の

市
史
編
さ
ん
関
連
調
査
に
つ
い
て
」
「
自

衛
隊
馬
毛
島
基
地

(
仮
称
)
関
連
工
事

の
影
響
に
つ
い
て
」

渡辺道大 議員

【
問
】
中
西
地
域
か
ら
、
市
道
宮
原

美
浜
線
の
側
溝
整
備
の
要
望
が
出
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

溝
整
備
・
歩
道
設
置
・
道
路
拡
幅
工

事
の
要
望
を
、
議
会
で
は
全
会
一
致

で
採
択
し
て
い
る
。
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】
市
道
の
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
多
く
あ
る
。
そ
の
中
で
、
地
元
の

要
望
が
強
い
と
こ
ろ
は
、
優
先
順
位

を
高
め
る
要
素
と
な
る
の
で
検
討
し

た
い
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「高
速
船
料
金
と
運
航
状
況
に
つ
い
て
」

「馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て
」橋口美幸 議員

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
２
０
２
２
年
１
月
７
日
の
「
２

+

２
」
で
候
補
地
か
ら
整
備
地
へ
と

明
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
長
は
翌
月

３
日
に
防
衛
省
へ
「
特
段
の
配
慮
」

こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

で
も
実
施
す
る
際
、
財
源
は
あ
る
か
。

【
答
】
騒
音
に
限
ら
ず
、
市
民
の
安

心
安
全
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

財
源
を
問
わ
ず
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。(
企
画
課
)

【
答
】
現
在
、
令
和
６
年
度
に
整
備

実
施
の
計
画
と
し
て
い
る
が
、
他
路

線
も
同
様
の
要
望
が
出
て
い
る
た
め
、

緊
急
的
に
整
備
が
必
要
な
箇
所
が
出

れ
ば
、
整
備
の
計
画
が
ず
れ
込
む
可

能
性
が
あ
る
。
(
建
設
課
)

【
問
】
市
道
古
園
桜
が
丘
線
の
歩
道

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

【
答
】
用
地
買
収
な
ど
が
必
要
な
た

め
、
交
付
金
等
を
活
用
し
計
画
し
て

い
る
が
、
現
時
点
で
整
備
の
時
期
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。(
建
設
課
)

【
問
】
本
城
一
号
線
の
拡
幅
工
事
の
要

望
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

【
答
】
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
用
地
調
査
後
の
結
果
で
の
判
断

が
必
要
。
調
査
は
、
浅
川
城
線
の
用

地
調
査
完
了
後
と
な
る
。(
建
設
課
)

【
問
】
各
地
域
か
ら
の
こ
れ
ら
の
側
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

【
問
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

18
歳
以
上
の
１
万
２
５
０
０
人
の
購

入
を
想
定
し
予
算
化
し
て
い
た
。
他

市
で
は
、
生
活
支
援
の
た
め
の
給
付

事
業
と
し
て
の
取
組
も
。
本
市
で
は

購
入
で
き
な
か
っ
た
市
民
が
多
く
い

る
が
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

【
答
】
実
際
の
購
入
者
数
は
６
９
０
０

人
。
当
初
２
セ
ッ
ト
購
入
を
上
限
と

し
た
が
、
第
２
弾
販
売
で
は
８
セ
ッ

ト
に
。
商
店
街
活
性
化
が
目
的
で
あ

り
、
商
工
会
に
販
売
等
を
委
託
し
て

い
る
が
、
今
後
は
市
の
取
組
を
含
め

検
討
す
る
。(
経
済
観
光
課
)

を
お
願
い
し
、
そ
の
後
交
付
金
の
交

付
が
決
定
。
市
長
は
こ
れ
を
受
け
取

る
姿
勢
だ
が
、
今
の
考
え
は
。

【
答
】
再
編
交
付
金
は
、
法
令
に
基

づ
い
て
判
断
し
、
市
長
と
し
て
対
応

し
て
い
る
。(
市
長
)

【
問
】
再
編
交
付
金
は
、
基
地
に
よ

る
被
害
を
被
る
迷
惑
料
で
は
な
い
か
。

【
答
】
解
釈
は
色
々
あ
る
。(
市
長
)

【
問
】
住
民
説
明
会
(
11
月
19
日
・

20
日
開
催
)
で
の
騒
音
被
害
に
関
す

る
説
明
は
、
防
衛
省
の
代
弁
者
の
よ

う
に
聞
こ
え
た
が
、
そ
の
認
識
は
。

【
答
】
騒
音
へ
の
住
民
の
不
安
を
解

消
す
べ
く
、
防
衛
省
に
対
応
等
を
求

め
て
い
く
。(
市
長
)

【
問
】
住
民
説
明
会
で
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｌ

Ｐ
訓
練
の
飛
行
回
数
の
説
明
も
行
わ

れ
た
が
、
市
長
の
夜
間
の
時
間
帯
の

認
識
は
。

【
答
】
環
境
影
響
評
価
の
手
続
に
お

け
る
夜
間
と
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌

日
午
前
７
時
を
指
す
。(
市
長
)

【
問
】
日
米
地
位
協
定
は
、
日
米
安

全
保
障
条
約
第
６
条
の
「
米
国
は
陸

海
空
軍
が
日
本
国
内
の
施
設
・
区
域

を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
」
と

い
う
規
定
に
基
づ
き
、
米
軍
の
特
権

を
示
す
28
条
か
ら
成
る
。
日
本
全
土

で
基
地
の
使
用
が
で
き
、
旅
券
が
な

く
て
も
出
入
国
が
可
能
で
あ
る
な
ど

の
こ
の
協
定
の
内
容
を
、
改
善
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
種
子
島
の
森
林
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
」
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
つ
い
て
」
「
ま
ち
づ
く
り
公
社

に
つ
い
て
」

長野広美 議員

市
営
住
宅
の
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て

【
問
】
令
和
４
年
８
月
に
、
市
営
住

宅
古
園
団
地
の
手
す
り
が
壊
れ
児
童

の
転
倒
事
故
が
発
生
。
こ
の
団
地
で

は
、
手
す
り
や
遊
具
類
等
が
老
朽
化

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
市
長
は
、
馬
毛
島
の
市
有
地

売
却
は
行
政
手
続
と
し
、
米
軍
再
編

交
付
金
の
受
取
は
法
に
従
う
と
発
言

し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
。

【
答
】
市
有
地
売
却
は
、
求
め
ら
れ
る

手
続
に
適
切
に
対
応
す
る
考
え
で
応

じ
、
交
付
金
は
、
法
の
趣
旨
を
考
慮

し
て
手
続
を
進
め
て
い
る
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
情
報
管
理
の
業
務
に
つ
い
て
」
「
西
之
表

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
」

し
、
居
住
環
境
の
適
正
管
理
が
危
惧

さ
れ
る
。
中
程
度
の
修
繕
を
計
画
し

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
事
故
が
あ
っ
た
手
す
り
等
は

修
繕
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後
は
事

故
等
の
未
然
防
止
の
た
め
、
予
防
的

視
野
も
取
り
入
れ
た
予
算
へ
の
取
組

も
進
め
て
実
施
し
た
い
。(
建
設
課
)
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再
編
交
付
金
に
つ
い
て

【
問
】
再
編
交
付
金
の
使
い
道
は
教

育
関
連
な
の
か
。
具
体
的
な
内
容
は
。

【
答
】
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
充

て
る
。
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
給
食
の
充
実
と
子
ど

も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
寄
与
す

る
た
め
基
金
を
造
成
す
る
。(
市
長
)

【
問
】
教
育
関
連
で
あ
れ
ば
、
通
学

路
の
道
路
整
備
に
は
使
え
な
い
か
。

【
答
】
令
和
４
年
度
は
使
途
が
決
定

し
た
た
め
、
別
途
検
討
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
企
画
課
)

濱島明人 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

【
問
】
標
記
の
交
付
金
の

㋐
医
療
提

供
体
制
の
整
備

㋑
感
染
拡
大
の
防
止

㋒
地
域
経
済
の
維
持

㋓
住
民
生
活
の

維
持
支
援
の
４
目
的
へ
の
配
分
は
。

【
答
】
㋐
４
０
９
５
万
円
(
３
％
)

㋑
４
億
９
６
３
万
円
(
38
％
)
㋒

５
億
２
９
７
６
万
円
(
50
％
)
㋓

１
億
７
２
６
万
円
(
９
％
)
で
あ
る
。

※
(
)
は
全
体
に
占
め
る
割
合
(
企
画
課
)

【
問
】
㋐
医
療
提
供
体
制
の
整
備
へ

の
配
分
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
目
的
別
決
定
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
情
勢
に
応
じ
て
、
庁
内
会

議
で
決
定
し
て
い
る
。(
企
画
課
)

【
問
】
市
の
農
業
に
お
け
る
人
手
不

足
解
消
の
取
組
は
。

【
答
】
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

等
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育

成
と
、
援
農
隊
に
よ
る
高
齢
農
家
へ

の
労
力
補
完
を
実
施
。

(
農
林
水
産
課
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
旧
榕
城
消
防
分
団
跡
地
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
交
流
施
設
に
つ
い
て
」
「
市
民
団
体
と

八
板
市
長
と
の
政
策
協
定
破
棄
に
つ
い
て
」

就
農
支
援
と
人
手
不
足
解
消
に

つ
い
て

田添辰郎 議員

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
や
本
市
出
身

　
「
還
暦
の
集
い
」に
つ
い
て

【
問
】
公
立
病
院
に
比
べ
、
民
間
病

院
へ
の
交
付
金
の
配
分
は
制
度
上
難

し
い
の
か
。

【
答
】
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
企
画
課
)

者
の
交
流
を
考
え
れ
ば
、
市
と
し
て

「
還
暦
の
集
い
」
の
よ
う
な
催
し
を

積
極
的
に
協
力
し
、
推
進
す
べ
き
と

思
う
。
10
月
10
日
前
後
や
、
台
風
が

来
な
い
時
期
・
観
光
客
が
集
中
し
な

い
時
期
に
、
60
歳
の
還
暦
を
迎
え
た

仲
間
が
集
う
場
所
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
広
報
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
出
郷
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
の
受
皿
で
あ
る
「
種
子
島
ふ
る

さ
と
応
援
隊
」
の
予
算
で
、
還
暦
な

ど
の
節
目
で
実
施
さ
れ
て
い
る
同
窓

会
時
の
飲
み
物
の
一
部
支
援
を
実
施

し
、
そ
の
取
組
を
広
報
紙
で
紹
介
。

　

過
去
の
実
績
も
踏
ま
え
、
還
暦
を

迎
え
ら
れ
る
方
に
対
す
る
情
報
収
集

・
情
報
提
供
な
ど
、
提
案
に
対
し
て

さ
ら
に
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討

す
る
。(
地
域
支
援
課
)

【
答
】
還
暦
の
集
い
や
、
島
外
か
ら

お
帰
り
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
集
ま

り
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
対
応
し
て
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あ
か
お
ぎ
牛
導
入
支
援
事
業
に

つ
い
て

　

高
速
船
運
賃
に
つ
い
て

米
軍
再
編
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

杉為昭 議員

【
問
】
鹿
児
島
の
医
療
機
関
へ
通
わ

れ
る
市
民
の
高
速
船
運
賃
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
支
援
は
。

【
答
】
制
度
の
見
直
し
を
含
め
、
関

係
各
所
に
機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て

い
る
。
ま
た
、
良
い
方
向
に
な
る
気

配
も
感
じ
て
い
る
。(
市
長
・
企
画
課
)

【
問
】
標
記
の
事
業
が
順
調
に
行
わ

れ
て
い
な
い
原
因
と
は
。

【
答
】
新
た
な
貸
付
牛
を
希
望
頭
数

ま
で
確
保
す
る
に
は
長
い
日
数
を
要

し
て
い
た
。
新
制
度
の
規
定
で
も
、

限
ら
れ
た
頭
数
か
ら
競
り
落
と
す
こ

と
が
困
難
な
状
態
。(
農
林
水
産
課
)

西
之
表
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
問
】
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
出
入
口
の

急
な
勾
配
へ
の
対
策
は
。

【
答
】
測
量
を
行
い
、
ど
う
改
善
で

き
る
か
検
討
す
る
。(
農
林
水
産
課
)

　
　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

【
問
】
市
内
で
既
に
多
く
の
馬
毛
島

関
連
工
事
に
伴
う
事
務
所
や
関
係
者

の
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
行
政
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

【
答
】
防
衛
省
へ
、
工
事
関
係
者
の

【
問
】
市
長
は
再
編
交
付
金
を
活
用

し
、
ど
の
よ
う
な
西
之
表
市
の
未
来

像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

【
答
】
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ

の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
市
民
の
幸
福

感
を
高
め
て
い
く
。(
市
長
)

所
管
事
務
調
査

  

　
の
報
告

産
業
厚
生
委
員
会
と
馬
毛
島
対

策
特
別
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
所
管
す
る
事
項
の
調
査
の
た
め
、

島
外
で
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
へ
赴
き
、
委
員
が
調
査
し

た
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

視察・訪問①　大和フロンティア株式会社（令和４年 10 月５日実施・宮崎県都城市）

竹の飼料・肥料化に取り組む「笹サイレージ」の活用を調査。同社では、地域未利用資源の竹を
独自の特許技術で生産方法や体制を確立し、低価格化を実現。牛や豚への飼料供給が注目されてい
ます。有機肥料としての活用の実績もあり、笹サイレージが基腐病発生への抑制効果があることも
確認しています。

視察・訪問②　第 12 回全国和牛能力共進会（令和４年 10 月６日実施・鹿児島県霧島市）

全国の優秀な和牛を一同に集めて、改良の成果を競う共進会の「種牛の部」を視察。9部門中 6
部門で鹿児島県が一位を獲得しました。この機会に、鹿児島県産牛のさらなる販路開拓や輸出拡大
に努めていくことが示されました。

＼ 産業厚生委員会 ／

入
島
の
推
移
を
示
す
よ
う
要
望
し
、

工
事
の
進
捗
に
応
じ
て
可
能
な
範
囲

で
説
明
を
い
た
だ
く
予
定
。(
企
画
課
)

い
る
。
情
報
が
あ
れ
ば
、
市
に
お
伝

え
い
た
だ
き
た
い
。(
市
長
)

▼
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た
！

「
西
之
表
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て
」
「
馬
毛
島
の
交
付
金
の
利

活
用
方
法
に
つ
い
て
」
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
」
「介
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
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　視察・訪問③　株式会社くしまアオイファーム（令和４年 10 月６日実施・宮崎県串間市）

　さつまいもの生産・加工・販売を一貫して行う 6次産業化を調査。同社では、さつまいもの栽培で、
徹底した減農薬に取り組んでいます。加工では、青果用さつまいもを使って製造した焼酎など、積極的
に商品開発を実施。また、「おやついも」の販売や、海外輸出も行っており、取組を拡大しています。

　視察・訪問①　航空自衛隊新田原基地（令和４年 11 月 11 日実施・宮崎県新富町 ※以下②・③も同様）

　新田原基地司令の説明を受けました。
・近隣市町村の首長と良好な関係を築き、台風等災害時に情報共有するなど協力・連携している。
・F35B 戦闘機が、令和 6年度から同基地に数基ずつ配備され、訓練は馬毛島で行う予定。夜間訓練は月
曜日と火曜日で、夏季は 21 時まで、冬季は 20 時まで実施。スクランブルや災害対応は、それ以降の時
間帯も実施することがある。

　その後、管制塔展望所から F15 戦闘機と F18 戦闘機の離着陸訓練を見学。基地から約 10 ㎞離れた萩
の台公園で、戦闘機の騒音状況も体感しました。

　視察・訪問②　新富町基地対策課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　視察・訪問③　新富町議会基地対策特別委員会

　本委員会からの質問に対し、回答をいただきました。主な内容は、以下のとおりです。
 Q. 騒音に対する町民の反応や対策は。
 A. 新富町で生まれ育った住民は、騒音に慣れている。小中学校は防音対策がされ、冷暖房も完備。
 Q. 移住者や Uターン者の騒音への反応は。
 A. 騒音を嫌がる方もいる。
 Q.F35B 戦闘機が同基地へ配備されることへの住民の反応は。
 A. 住民の反対運動などはない。住民のほとんどはまだ実感として知らないのではないか。
　質疑応答の他に、意見交換も行いました。
・西之表市も基地問題に対応する基地対策課を設置したほうが良い。
・新富町長は九州防衛局や防衛省へ頻繁に要望活動や交渉を実施。同委員会も新たな問題に対しては対
策の要望活動などを行っている。

　＼ 馬毛島対策特別委員会 ／

過去３年の７種類の基地関係国庫支出金の合計

令和元年度 14 億 4,200 万円

令和２年度 15 億 9,764 万円

令和３年度 17 億 1,618 万円

再編交付金・調整交付金を活用した基金

すこやか安心基金 高校生までの医療費一部助成や保育料の負担軽減

新富町小中学校教育情報化整備基金 町内小中学校のパソコン・インターネット環境整備等

新富町はつらつ健康基金 65 歳以上や特定年齢者を対象に、がん検診の助成

町道維持管理基金 町道の維持管理

コミュニティバス運営基金 町内の公共交通空白地域の解消

主な活用 ▶学校や病院の防音工事、交流センター「き
らり」の建設、水道施設整備、消防団機械倉庫兼津波
避難タワー整備、雨天時も使用できるテニスコートの
整備、災害時の避難場所となっている地区集会所への
太陽光システムと電気料金の補填

過去３年間の目視調査による飛行回数

令和元年度 29,460 回

令和２年度 26,599 回

令和３年度 30,334 回

新富町への騒音苦情件数

令和２年度 ６件 令和３年度 13 件

　新富町では独自の騒音・目視調査を行っています。
騒音調査は町内５か所で実施。目視調査は、基地南側
南門からフェンス沿いに西へ 500 ｍの地点で、職員４
名体制で実施。戦闘機の離発着回数や時刻、騒音値、
タッチ＆ゴー回数及び飛行ルート等を調査します。
（雨天時を除く午前７時から午後９時まで）

　住民と基地に係る問題や現状、基地関係国庫支出金などの活用状況について説明を受けました。
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令
和
４
年
11
月
15
日
に
議
会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
会
館
で
開
催
し
、
38
名
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
民
の
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
事
項
に
絞
っ
て
、

議
会
で
の
議
論
や
関
係
機
関
へ
要
望
し
た
内
容
を
報
告
。

こ
こ
で
は
、
報
告
会
で
お
伝
え
し
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
議
会
報
告
会
は
、
西
之
表
市
議
会Youtube
で

録
画
配
信
を
し
て
い
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  
会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

議

新型コロナウイルス感染症・サツマイモ基腐病・農業用資材高騰について

　 令和 3年 3月 23 日に、産業厚生委員会から市長へ次の事項を求めて、要請書を提出

　しました。

　》要請事項

　①アミスター 20 フロアブルを購入するための経済支援を早急に行うこと。

　②農薬の使用方法や栽培管理などの説明会を開催すること。

　　令和 4年 10 月 4 日に開催された種子島屋久島議員大会で、次の事項を国へ要望するよう

　提案しました。

　》要望事項

　■ 農業の振興対策について（種子島屋久島 1市 3町議会の共同提案）

　①甘味資源作物及びでん粉原料用いもについて、現行の糖価調整制度を堅持し、各地域

　　での生産費など実状に応じた交付金水準を確保するために必要な予算措置を。

　②サツマイモ基腐病の予防・防除効果の高い農薬の開発などとともに、生産農家への継

　　続的な支援などを実施

　③燃油や肥料・飼料価格等の高騰対策など、農家負担の軽減に必要な対策を。

　■ 離島の医療従事者の確保について（本市議会提案）

　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、離島の医療体制に大きな打撃を与え、看護師

　不足に拍車をかけたことを踏まえ、次の事項を要望するよう提案しました。

　①医療従事者の更なる処遇改善や業務負担軽減策の実施

　②医療従事者の養成・確保に向けた取組の強化

　③医療等有資格者に対する離島への移住・定住に係る支援策を。

会
報
告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

市民の皆さまからいただいたご意見

（報告会後のアンケートから一部抜粋）

・市民の声を聴く時間を増やしてほしい。

・若い人の意見を聞きたかったが、参加

 が少なかった。

・参加者の少なさに驚いた。

・馬毛島賛成議員への質問が集中してい

 たが、その他の議員の意見も聴きたかっ

 た。

・1時間半では短い。もう少し時間がほ

 しい。

・報告会は各校区内で実施してほしい。

・質疑時間を延長して、もっと詳しく聴

 きたかった。
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馬毛島対策特別委員会の活動・馬毛島関連議案の議決結果など

令和３年

６月 21 日
馬毛島対策特別委員会

・西之表市商工会会長から提出された「国に対し本市に自衛隊官舎の設置
 等を要望する事を求める請願書」を採択
・「馬毛島への自衛隊施設整備・運用を早期に求める意見書」を提出
・「馬毛島へのいかなる軍事施設整備に反対する意見書」を提出

６月 23 日
最終本会議

・「馬毛島における自衛隊施設の建設及び運用にかかる意見書」可決
・「馬毛島への自衛隊施設整備・運用を早期に求める意見書」可決
・「馬毛島へのいかなる軍事施設整備に反対する意見書」否決

９月 22 日
馬毛島対策特別委員会

　西之表市と馬毛島の未来創造推進協議会会長から提出された「防衛省が
自衛隊馬毛島基地（仮称）建設に伴う各種計画説明を西之表市議会に行う
ことを求める請願書」を採択

９月 28 日
最終本会議

　「防衛省に自衛隊馬毛島基地（仮称）建設に伴う各種計画説明を求める
意見書」可決

12 月 20 日
馬毛島対策特別委員会

　防衛省による西之表市議会に対する説明会を実施。
　防衛省からは、「自衛隊馬毛島基地（仮称）の具体的配置案」「中種子町・
南種子町への関連施設の整備」「浜津脇港を自衛隊員の通勤港として活用」
「基地整備では自然に配慮して設計」「航空機騒音の影響は、現段階で環境
基準を超える区域は種子島にない」「自衛隊官舎の場所・戸数・各種交付
金・補助金の金額は未定」などの説明を受けた。

令和４年

５月 12 日
馬毛島対策特別委員会

　市長・副市長・企画課から、西之表市と防衛省との協議の場の内容説明。
また、市長・副市長・企画課・建設課・農林水産課から、葉山漁港浚渫工
事への同意について、説明を受けた。
　市長は「漁港管理者として、漁業者の安全確保のために同意した。基地
工事とは分けて判断した」と説明した。

７月 20 日
馬毛島対策特別委員会

　防衛省から、種子島１市２町の自衛隊員官舎の候補地と隊員数の振分け
について説明を受けた。

７月 21 日
馬毛島対策特別委員会

　市長・副市長・企画課から、防衛省へ提出する「自衛隊馬毛島基地（仮
称）設置に伴う市民の不安や期待に関する確認事項」21 項目の説明を受
けた。

９月 28 日
馬毛島対策特別委員会

・市民から提出された「馬毛島基地（仮称）に空自救難隊の配置を求める
請願書」を採択
・市民から提出された「安心できる暮らしのために真夜中のデモフライト
 実施を防衛省に求める請願書」を不採択

９月 30 日
最終本会議

　「自衛隊馬毛島基地（仮称）に空自救難隊の配置を求める意見書」可決

11 月 11 日
馬毛島対策特別委員会

　航空自衛隊新田原基地と新田原基地のある宮崎県新富町役場（基地対策
課）・町議会を行政視察

　令和４年第３回市議会定例会の最終本会議（９月 30 日）で可決した以下の３議案は、各委員
会での審査を経て、議決しています。
・議案第 48 号　財産の処分について（川迎旧たばこ育苗ハウスの処分）…総務文教委員会で審査
・議案第 49 号　財産の処分について（旧馬毛島小中学校跡地の処分）…総務文教委員会で審査
・議案第 50 号　西之表市道路線の廃止について（馬毛島の市道３路線の廃止）…産業厚生委員会
で審査



お
正
月
気
分
が
少
し
残
る

１
月
中
旬
に
、
市
議
会
議
員

向
け
の
研
修
会
が
久
し
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修

テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
後
に
地
域
を
ど
う
活
性
化

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
」。

日
本
全
体
で
人
口
が
急
速
に

減
少
し
て
い
く
中
で
、
女
性

の
労
働
力
に
も
っ
と
注
目
し

よ
う
と
い
う
内
容
。
女
性
が

会
社
で
活
躍
す
る
と
、
労
働

生
産
性
が
改
善
さ
れ
売
上
も

増
え
、
結
果
企
業
の
利
益
が

増
え
る
。
ひ
い
て
は
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
経
済

が
活
性
化
す
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
新
年
早

々
に
元
気
が
出
る
お
話
。

　

そ
こ
で
、
県
内
の
女
性
議

員
の
割
合
を
調
べ
て
み
る
と
、

西
之
表
市
議
会
は
21
％
を
占

め
、
枕
崎
市
と
共
に
現
時
点

で
は
県
内
２
位
。
女
性
の
声

や
若
い
世
代
の
声
な
ど
多
様

な
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

西
之
表
市
全
体
が
活
性
化
す

る
と
い
う
、
有
意
義
な
研
修

で
し
た
。(
広
美
)

西之表市議会だより　第 134 号　⑭

編
集
後
記

全会一致で議決！ 議決結果 

議案５５
西之表市議会議員及び西之表市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可　　決

議案５９ 西之表市公共採草地の設置及び管理に関する条例の制定について 可　　決

議案６０ 公の施設の指定管理者の指定について　（対象施設：西之表市老人福祉センター） 可　　決

議案６１ 公の施設の指定管理者の指定について　（対象施設：西之表市自給飼料供給センター） 可　　決

議案６３ 令和４年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可　　決

議案６４ 令和４年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可　　決

議案６５ 令和４年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号） 可　　決

議案６７
西之表市職員の給与に関する条例及び西之表市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

可　　決

議案６８ 西之表市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

議案７０ 令和４年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可　　決

議案７１ 令和４年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可　　決

議案７２ 令和４年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第４号） 可　　決

議案７３ 令和４年度西之表市水道事業会計補正予算（第３号） 可　　決

議案７４ 西之表市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 可　　決

議案７５ 西之表市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 可　　決

報告１５ 令和３年度種子島中央青果株式会社経営状況報告について （報告のみ）

請願１１ 安心・安全な市街地確保への対応を求める請願書 趣旨採択

議　決　結　果　の　一　覧

 賛否が分かれた！
　　　　　　　　　○は賛成、●は反対。
　　　
　　　※ 川村孝則議員は、議長職のため表決（賛成、反対の
　　　　意思表示）権はありません。

議　員　名 

議決
結果 

長
野　

広
美

鮫
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市
憲

橋
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美
幸

渡
辺　

道
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宇
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裕
未
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為
昭

河
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幸
男

濱
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明
人

下
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和
博

遠
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建
次
郎

竹
下　

秀
樹

田
添　

辰
郎

橋
口　

好
文

川
村　

孝
則

議案
５６

西之表市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて

〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案
５７

西之表市再編交付金事業基金条例の制定について ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
５８

西之表市まちなか交流拠点施設の設置及び管理に関する
条例の制定について

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ● - 否決

議案
６２

令和４年度西之表市一般会計補正予算（第７号） ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 可決

議案
６６

西之表市長等の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案
６９

令和４年度西之表市一般会計補正予算（第８号） ● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案
７６

インボイス制度の実施延期を求める意見書の提出につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 - 可決

議案
７７

八板俊輔西之表市長に対する問責決議について 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 - 否決
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